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ど検討が必要である.
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23)入間 ドックを契機に発見された左側胆轟の
1例
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(新潟労災病院内亭射
(新潟大学敗射線科〕

胆道糸の先天異常U)なかで.阻喪床が肝円索の左側に
位置する左側Flti喪は稀で,本邦報告例は35例にすぎない.
我々 は人臣‖∴､′-Tを受診上し際に発_.Rされた左側胆喪の
1例を経験したので報肯すt'､.
症例は嶺5才の激捜せ平成魂隼3月26日入間 ドックを受
診した際.順部∴ニI-にて阻喪が通常L7)f封削こなく揮尾
部に接して左側に偏位しているLT)が認よ1E､一木た,腹部 (T.

rltCPでも同様に左側阻喪LT)T斬兄が認iJT)ト}Ilた.造影 Cr

と Ⅰ)ICを同時に行←,1ことこ/㌦ 胆廉く･;畔【脈 ･総胆管 ･

肝動脈の糎側に位置していたが.固定されている胆.喪頚

た.

2射 蒸性多血症 を合併 した胆管結石症の1例

大谷 馳 川 口 英弘 ∈悪露賢貫健康保険∋

蕊琵 雷 歪 曲登坂 鴨 ( 閣 内柳

貫性多血症 に 合 併 した総胆管結石症L/T1手術例を経験し

た'7~)で報喜す る . 症 例は62~才,男性.昭和44年に TIA

と皮t)そLJ) 際 に 赤 血 球増車を指摘され 精査にて貫性多

血症上診断 さ i t た . 平 成一:1年こi月を=｣発熱.背部痛出現.

近医で策 痘 ･ 肝 機 能 障 害を指摘され精査(Tl結果,総胆管

結石症 LL_ 診 断 さ オ 1 5 月 GH当村･紹介人院となる.入院時

検査で L':;i . R B C (59 1 ＼ 10･1.Hb15.2..Ht50.500と赤血

球増 車 が 7 人 三､--､ わ た . 5 月1:3u手術施行.術後第5病ト1に

は R B C ､7 5 3 X IO l , I-lbl(i.7,flt5(～.:.iOoと増悪したが,

そ の 後 徐 々 に 改 善 し 第 2̀1病I~l退院した.食性阜血症を有

す る 患 者 の 周 鮪 期 をこ ぼ多くの問題点が指摘されているが,

審 症 例 は 定 期 的 に 潟血がなされており,術前潟血を行な

わ ず 手 術 を 施 行し,術後出血 o鹿栓症等の合併症なく経

過 良 好 で あ った.

25)総胆管結石に対する体外衝撃波結石破砕療

法 はSWL)の試み

関根 厚雄 ･後藤 俊夫
朴 藤子 (県立吉田病院内翻)

外科的治療困難在総胆管結石症L:1例に ESWL を施行

した.破砕装際は 7)itでX社製の TripterXlを使用.

症例は女刊:.3例,労作 1例.午令は83歳から93歳で平均

例に tJ,NBI)を他LJ)1'例に l二yl℃lI)を施行し.結石L')排

出及び遺臣を[拍()iここミ例に仁二相腸乳頭切開を施行した.

【胆石消失効果】完全消失3例､1く完全消失 1例.不完

全例は内視鏡的にバ1JE,-▲･卜か~ーー:i-JLで採f汗 た.【ま

とめ】ESWLは巨人総胆管結石LT津.t糖に非常に存効で

261PCNA 染色を用いた非陸将性胆嚢粘膜(･T)

細胞動態

人情 泰博･渡辺 英伸
武井 和義･粕谷 和彦
東田 蓋紀 (新潟大学第-病理)

阻喪癌の鍵.級発生を明らかにす るための基礎的研究と

Lて.増殖T:一･･.･73一･である PCNA (ProlireratillgCL,ll

nuL11eこ1I･こlntiがl･1日 ･こ対する{pノ,'7rト･+JL抗体 (I)CIO)

を潤 いで,胆療固着上虎 と化生和上皮の増殖細胞の頻度と

分布を免疫組織学的三･こ検討した.材料は外科切除された

有 卜乾H t.,J生 上恥･り判別は Ii.rミ染色.粘液染色標本を

は,固有 卜戒で 1.2±2.100日1二二二-/1:1㌦ 表面 L乾粘液

化生部で lil.5±6.700'い1I--7㌦ 偽幽Fl朋酎ヒ生介在部

に比べ有意 (P〈O.011に増殖能が商いと推測された.

-fj.PCNA陽性細胞(･丁〕/,)布は､問肯 日立では散在性

であったの臣こ対し,化生上皮では各領域または介在部に

高頻度をこ存在し,増殖帯を形成していた.




